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第２回例会 №２７月10日㈮

　みなさんこんにちは。
　先週７月５日の日曜日社会奉仕委員会さんによ
る、関川河川敷のクリーン作戦奉仕活動がありま
した。
　大勢の皆さんの参加ありがとうございました。
　毎年恒例となっていますが、この奉仕活動が始
まりますと、新年度が始まったなーと言った思い
になります。
　社会奉仕活動の中で友情と親睦を図るのがロー
タリアンです。
　私自身も奉仕活動を楽しめるロータリアンにな
りたいと思って 13 年になりますが未だその心境
に達していないように思っています。
　
　今日は先週に引き続き今年度第２回クラブ
フォーラムとなっています。
　また、本日は小林ガバナー補佐をお迎えしての
例会となります。後ほど、ご挨拶を頂きたいと思
います。
　尚、来週の例会はガバナー公式訪問となってい
ますので各委員長さんには準備、宜しくお願い致
します。

出席率　98.11％

小林正夫君（第７分区ガバナー補佐：直
江津RC）

髙坂光一君（６/27 ㈯佐々木年度感謝の集い・６
/27 ㈯地区 RA大納会）
山田　守君・大島　誠君・遠藤　巌君・福田　聖君・
大谷光夫君・東山昕也君・宮澤英文君・本山秀樹君・
橋詰敏一君・堀井靖功君・中田　正君・勝俣万亀
男君・伴　長門君（７/５㈰関川クリーン作戦）

米山功労クラブ表彰
米山功労者表彰：大島精次君・東山昕也君・齋藤
尚明君
記念品贈呈（佐々木直前ガバナー事務所）：羽深
耕時君（R地域協働ネットワーク副センター長）
R財団Ｐ・Ｈ・Ｆ表彰：石田誠夫君・小柳勝司君・
髙坂光一君
R地域協働ネットワークセンター記念品贈呈：羽
深耕時君

親睦委員会―７月お誕生日各お祝い

田�中正人君―「前島　密とふれあう」ふれあい
ハガキの会について

配布物：週報№１
回覧物：�第 13 回のご案内‥地区親睦ゴルフ大会

の案内
報　告：�７/17 ガバナー公式訪問参加について・

10/ ７地区ゴルフ大会について・10/ ３
第 14 回ロータリー全国囲碁大会につい
て・９/ ４第 13 回日韓親善会議開催に
ついて・公式ロゴの使用法について

会長挨拶会長挨拶 水上　喜芳水上　喜芳

出 席 報 告

ビ ジ タ ー

メイクアップ

セ レ モ ニ ー

委 員 会 報 告

会員インフォメーション

幹 事 報 告
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＜職業奉仕委員会＞　佐藤 憲二君
・運営方針
　ロータリーの倫理訓である「四つのテ
スト」を通して、私達の職場や地域社会

に対して少しでも貢献出来るよう啓蒙活動を行う。
・事業計画
１．職業奉仕月間に卓話、又は職場訪問を行う
２．毎年恒例の医師会館での健康診断を実施
３．月１回は「四つのテスト」の唱和する

＜会員選考委員会＞　橋本　眞孝君
　会員増強委員会と職業分類委員会と連
絡を密にし、ロータリー人として一に例
会出席と次にロータリーの規則を順守し

実行可能な人を迅速に会員選考したいと思います。
　新会員に対して、ロータリー情報委員会より、ロー
タリアンとしての義務と権利について説明していた
だき、ロータリーの目的や歴史、クラブの情報を提
供し、組織への理解を深めてもらいます。

＜広報・会報・雑誌委員会＞　田中　正人君
・運営方針
　会長の基本方針、運営方針に基づき、
ロータリー精神とその活動の理解を深め

る一助となる広報活動。
・事業計画
１．遅滞なく週報を発行する。
２．週報のデジタル化移行への取組み
３．�会員にとって重要なRI や地区ロータリー関連を
掲載

４．HPの更新
５．�60 周年記念誌を特別委員の方々のご協力をいた
だき発行する。

＜社会奉仕委員会＞　山田　守君
・運営方針
　地域社会への奉仕と環境保全の推進。
・事業計画

１．�60 周年記念事業として、新幹線「上越妙高」駅
前の植樹

２．クリーンアップ活動への協力支援
３．発達障害を考える会への支援
４．他委員会との連携と協力

＜国際奉仕委員会＞　澤井　祥典君
・運営方針
　国際奉仕活動の理解を深め、身近なと
ころから国際理解・交流に努める。ロー

タリー財団、米山奨学両委員会との連携を図る。
・事業計画

１．�上越地域に在住の外国人から「上越の驚き」に
ついての卓話をお願いする。

２．�ロータリー財団のグローバル補助金について、
ロータリー財団委員会と共にその活用方法につ
いて勉強する。

３．�上越国際交流協会および上越教育大学との交流・
連携を図り、上越在住の外国人や留学生との触
れ合う機会をつくる。

＜米山奨学委員会＞　斉藤　光雄君
・運営方針
　米山奨学事業の意義と活用方法につい
て、米山月間並びに諸行事・活動を通して、

ロータリアンにご理解をいただき、会員の寄付増進
を図る。
・事業計画
１．米山事業の意義・目的の理解・浸透を図る。
２．�米山月間に米山奨学生の例会卓話を行い、理解
を深める。

３．�寄付目標額を会員一人 20,000 円として、増進活
動を推進する。

＜青少年奉仕委員会＞　小林　元君
　時代を担う若い世代を支援し、ロータ
リアンと共に活動することが目標です。
30 歳までの社会人を中心としたローター

アクトクラブ、ライラ（RYLA）それぞれの活動を
通じ青少年の成長を支援します。特にローターアク
トについては、青年男女が個々の能力の開発に当たっ
て役立つ知識や技能を高め、それぞれの地域社会に
おける物質的、あるいは社会的なニーズと取り組み、
親睦と奉仕活動を通じて全世界の人々のあいだによ
りよい信頼関係を推進するための機会を提供するこ
とでありますのでその目的が達成できるように昨年
度に引き続き充実した活動が継続出来るようサポー
トします。

＜ロータリー財団委員会＞　大島　誠君代読
・運営方針
　ロータリー財団の意義と使命を深く認
識し、更に社会貢献を寄付金に託しロー

タリーとして存在感を示し財団の進行を計る。
・事業計画
１．�本年度より一人　$150（20,000 円）の寄付を願
う事となります。

２．ミリオンダラーの早めの実施。
３．会員が財団のプログラムに積極参加を促す。
４．�年度の早い時期にクラブリーダーが財団に寄付
をし、模範を示せれるよう図る。

社会奉仕委員会　委員長　山田　守君
　７月５日㈰、今年度初の事業として
関川クリーン作戦に総勢 13 名で参加
し環境保全の推進に努めました。

クラブフォーラム　その２

関川クリーン作戦に参加


